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クラス、担当教科紹介

•クラス

〇〇科２年生 （３７名）

•担当教科

機械設計１（実教出版）

•本時の位置

第３章 材料の強さ

４節 温度変化による影響（１/１回）Ｐ８７～

本時の目標：機械材料の温度変化について理解する。

使用教材：教科書、ノート、演習ノート、タブレット



授業実践について

•導入（復習、本時の目標）

授業プリントの配布。

知識の定着を目的として復習を必ず行う。

本時の目標の明記。

「材料の温度変化による特徴を理解する」

身近な熱膨張の例を説明しイメージをする。

（鉄道のレール、液体の体積変化など）



授業実践について

•概要

配布した授業プリントを基準にメリハリのある授業を展開。

ICT機器としてPJおよびPPTを用いた。



授業展開について
•展開① 知識の定着

→熱応力についての説明と実験

・配布した授業プリントとリンクしたPPTの活用。

・身の回りにある事例と絡めながら熱応力の概念の説明。

（鉄道レールの温度による膨張など）



授業展開について

•展開② 熱膨張の実験

→実際に目で見て確かめる。

目で見える科目の特性を利用する。



授業展開について

•展開③ 線膨張係数と演習

→公式をプリントに記入。

公式を使い、実際に問題を解く。（公式が見えるように。）



授業の工夫点
•授業の展開に応じたメリハリのある授業進行。

（説明→実験→説明→演習）

生徒が今何をするべき時間か明確にする。

•演習問題、事例検討での生徒間交流を行う。

（考えを声に出す。）



授業の工夫点

• PPT資料に図や写真を多く用いる。

（図を板書する時間の省略。目で見えるもののイメージ。）

•メリハリを作ることで机間巡視をしやすくする。

（生徒の理解度把握、評価のしやすさ）

実際に使用したPPT資料（抜粋）



評価の方法について
•今回の授業における評価

前半 → 思考・判断・表現

（生徒間交流、授業プリント）

発言、交流内容

後半 → 知識・技術

（演習問題、授業プリント）

教えあい

•時間で区切る展開を行うことで授業内で評価を行いやすくする。

•授業プリントをノート提出の際に評価する。（完成度、問題）



各単元での評価の方法について

•総合評価

知識・技術

定期考査、授業課題

思考・判断・表現

定期考査、授業課題

主体的に学習に取り組む態度

ノート提出、授業態度



成果、課題、考察

•成果

①授業展開を工夫することで生徒が授業内容を把握しやすく

することができた。

②ICT（PPT、動画）を活用することで生徒が目で見て学ん

だものをイメージすることができた。

③演習問題の時間を確保することで、生徒の理解度を向上

させることができた。

④授業プリントや生徒間交流を行うことで観点別評価に

つなげやすくなった。



成果、課題、考察

•課題

①ICT活用について、生徒間交流や演習問題の共有等を行い

やすくする媒体（MetaMoJi、Classroom等）を授業に有効

活用していきたい。

②全生徒が一斉に授業を行う展開としたが、生徒の習熟度に

よって教科が苦手な生徒は克服をし、得意な生徒はさらに

習熟度を高めていけるようにしていきたい。



成果、課題、考察

•考察

今回は紙媒体での授業プリントで評価を行ったが、同等の手法
はmanabaやMetaMoJiを利用することでより効率化することが
できると考える。

授業全体においては授業展開、ICT、プリントを有効活用する
ことで生徒の学習習熟度を伸ばしていくことができた。
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